
大会参加に関する注意事項
施設が利用できなくなれば大会開催ができなくなりますので十分ご理解いただきご協力下さい。

1 渋谷区バスケットボール協会規定及び、2026バスケットボール競技規則・解説を適用します。

2 選手及び帯同審判登録の変更は代表者会議の当日までとし、それ以降の変更は認めません。
なお、大会中に不正出場が発覚した場合は即時試合を没収し、当該チームまたは個人について本大会以降、
協会が定める期間もしくは永久に、参加資格を失うものとします。

(補) 登録書の変更については代表者会議終了までとなっております。その後の登録書については本部保管分の閲覧はできませ
んので、必ずチームで写しの保管をお願いします。

(補) 代表者会議が開催できない場合は各初戦まで変更を認めることとしますが、それ以降は認めません。

3 貴重品等は、各チーム・各自で責任を持って管理して下さい。

4 各チームで出たゴミ（ペットボトル等）は必ず持ち帰って下さい。

5 各会場ともアリーナは土足厳禁です。また、体育館敷地内や周辺路上での喫煙は厳禁です。

6 車での来場は禁止します。各会場とも大会選手用の駐車場はありません。駐車違反等により会場の近隣住民、
または公衆に迷惑が及んだ場合は、そのチームの試合を没収し、当該チームについては、
本大会以降、協会が定める期間もしくは永久に、参加資格を失うものとします。

7 大会中の負傷については、出来る範囲での応急措置は行いますが、協会では責任を負いかねますので、
チーム単位でのスポーツ安全保険等への加入をお勧めします。

8 第１試合のコートでのアップは基本として、会場準備完了後とします(原則として土曜日は13:00以降、日曜日は9:00以降となり
ます) 。
アップの開始は役員の指示に従って下さい。
2試合目以降は大会プログラムの試合開始予定時間をご確認下さい。
ただし、前の試合の進捗具合により、試合開始予定時間から10分前倒しする可能性はありますのでご注意下さい。

9 更衣は、必ず更衣室をご使用下さい。アリーナ（観覧席含む）での更衣は厳禁です。
更衣室のある施設を利用しておりますので、こちらはチーム内で徹底をお願いします。
また、更衣室の利用については、他の利用者もいらっしゃいますので、丁寧に利用して下さい。

10 スポーツセンターの玄関階(2F)の身障者用の更衣室は使用できません。
必ず1Fまたは3Fの更衣室を使用して下さい。

11 大会期間中、公序良俗に反する行為や、著しくスポーツマンシップに反する行為があった場合は、
そのチームの試合を没収し、当該チーム、または個人については、本大会以降、
協会が定める期間もしくは永久に、参加資格を失うものとします。

12 区民大会の試合の音声・映像・動画撮影の利用は自チーム内での共有のみを目的として下さい。
チーム外の不特定多数が閲覧・視聴するようにSNSなどへの投稿することは禁止します。

13 施設・会場の設備・備品の損傷につながる行為は固く禁止します。

(補) 特にどちらの体育館でもダンクやリングにぶら下がるなどの行為は禁止します（バンパー機能がないため故障の原因となり、
リングが故障したら大会開催ができなくなります）。

試合運営に関する注意事項
14 試合中のベンチはオフィシャル席に向かって番号の若いチームが右側となり、ユニフォームは白色とします。

15 ユニフォームとは、シャツとパンツのことを指し、チームのユニフォームについては、上下が同色でかつ全員が同型・同色でな
ければなりません（ラインが入っているものと入っていないものがある場合は同型と見なしません）。
また、ユニフォームの直下に着用するシャツ（半袖・長袖を問わない）は、ユニフォームと同色、黒または白のいずれかとし、
着用者全員が同一色で統一するものとします。半袖・長袖の別および着用の有無は統一不要とし、半袖着用者、長袖着用者
および未着用者が混在していても可とします。

(補) （補足）ユニフォームの直下に着用するシャツは、コンプレッションアンダーに限らず、一般的なシャツを含め、種類を問わず着
用可とします。ただし色については単色とし、細いラインも不可とします。

(補) （補足）ユニフォームの直下に着用するシャツのさらに下に着用するものについては、特に規定しないものとします。ただし、色
については単色とし、細いラインやワンポイント程度の模様は可とします。

16 ユニフォームの濃淡については、淡色は『白』のみとし、それ以外は全て濃色となります。
濃色と白色の両方を必ず準備して下さい。

17 ユニフォームの番号は、競技規則通り、幅2cm以上で、前面は高さ10cm以上、背面は20cm以上とします。
ただし、使用できる番号は0から99番までとします(00番は使用できません）.。

(補) サポーターについてですが、膝のサポーターは金具付きもしくはプラスチックのサポーターについてはお互いの
怪我を避けるために必ず露出しないように何らかの保護を行なって下さい。接触時に思わぬ怪我を引き起こす
場合がありますので、十分にご理解の上、ご注意下さい。その他のサポーターもあくまでも体の部位一部を
保護するためのものをサポーターとします。

注意事項



18 ベンチに入れる者はメンバー表に記載されたプレイヤー（15名）・コーチ・アシスタントコーチ・マネージャー
(スコアを記入する者)とし、それ以外の者は原則としてベンチに入る事は認められません。

19 試合のメンバー表は、協会所定の様式の物を使用し、第1試合出場のチームは試合開始15分前までに、第2試合以降に出場
のチームは前試合のハーフタイム終了までに本部席に提出して下さい。メンバー表の提出が遅れた場合でも、協会は提出の
催促はせず、当該チームの棄権として出場を取り消すものとします（没収試合となります）。なお、メンバー表の記入について、
番号の若い順から記入されていない場合は受付できません。記入に際しては必ずフルネームで申込・登録書に記載してあ
る氏名を記入することとします。また、提出されたメンバー表に訂正箇所が出た場合は、試合開始（サイン記入）までであれば
認めることにしますが、訂正は本部にて役員が対応するものとします。

(補) 番号の書き間違いについては罰則なしで認めることとしますが、必ず本部席まで審判が持ってきて本部席で訂正を行うものと
します。
名前の追加は試合開始前のサイン記入前までとし（本部にて役員が対応）、それ以降は一切認めません。
試合開始後にメンバー表に不備があることが発覚した場合は速やかに本部まで確認を行うこととし、名前が書かれていない
場合はその時点から出場はできません。番号の間違いについては本部で訂正し、罰則なしで試合を継続できます。

(補) 試合前提出用の｢メンバー表｣フォームは協会HPからのダウンロードなどで各チームで準備願います。

(補) メンバー表との違いについて確認の要請があった場合、本人確認をするために身分証明書の提示を求める場合がありま
す。

20 各チームの責任者は、オフィシャル担当の試合は事前に確認し、担当試合の開始10分前までに帯同審判員1名（準決勝から
は協会で担当）、テーブルオフィシャルズ席に2名ずつを所定の位置に着かせて下さい。特に、試合後にテーブルオフィシャル
の担当試合がある場合は、出場の試合が終了後、速やかに席に着かせるようにして下さい。なお、オフィシャルに遅れた場
合、担当チームの試合を没収とし、今後についても参加資格を失う場合もあります。

21 各会場のアリーナ以外の場所での準備運動等練習はできません。
また、他チームの試合中のコートサイドでのボールの使用自体を審判や選手との接触など危険回避のため禁止します。
ハーフタイム・試合開始前のみとします。

(補) スポーツセンターでの試合以外の待機場所は観覧席またはベンチ後方のアリーナ端(次試合チームのみ)となりますので、
それ以外のコートサイドでは待機できません。

22 アリーナ内でモップが必要となる場合には、試合を実施している両チームにて協力して対応をお願いします。

試合没収に関する事項
23 試合当日にやむを得ない理由で試合開始時間に試合出場者5名が揃わない場合は、必ず事前に協会（本部）へ申し入れを行

うこと。
(補) 開始時間については開始予定時間よりも10分までは早めることはありますので

必ず最低でも開始予定時間の10分前には試合の場合もオフィシャルの場合も準備をしておいて下さい。
なお、15分まで待つ場合もこの時間を適用しますので、開始予定時間の5分後で規定時間を過ぎたことになる
場合がありますので十分ご注意下さい。

(補) オフィシャルについては上記は適用しませんので、人数が揃っていないことが確認された時点で没収試合とします。

棄権に関する事項
24 協会としては大会中の棄権は認めません。棄権の場合もオフィシャルの責任は発生します。

棄権の場合、次大会の出場は認めません。
オフィシャル対応もできなかった場合（審判含む）協会が定める期間、参加資格を失うものとします。

参加資格の永久喪失に関する事項
25 本注意事項の記載の内容、記載有無に関わらず、試合の没収または棄権を3年以内(1回目の発生から3年後の同季大会

中まで)に累積で2回発生 させたチームは永久に参加資格を失うものとします。

(補) 注意事項に定められている場合、または協会の判断により、累積回数に関わらず永久に参加資格を失う可能性があります。

(補) オフィシャル(帯同審判含む)の未履行や遅刻による試合の没収または棄権も含みます。

協会では審判の育成に力を入れるため、一部の帯同試合を講習用に使用させて頂く場合があります。
その場合は一試合を協会担当とさせて頂きます。
当日お願いすることになる可能性もありますので、ご了承下さい。

【協会内の審判講習について】


